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１．学校は楽しい  

         子ども            保護者            教職員            地域    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 授業がわかる、楽しい 

         子ども            保護者           教職員             地域 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

どの回答群もおおむね学校が楽しいものと受けとめているが、子どもの中に否定的な意
見もあることが気になので、２学期の「スマイルチェック（週１回）」で確認したい。 

 

大半の児童が授業に満足しているが、「あまりあてはまらない」の回答の理由も調べて
みる必要があるので、児童対象の授業評価を行って理由を明らかにして対応していきた
い。 



 

３．タブレット学習は楽しい 

         子ども            保護者           教職員            地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．友達と楽しく過ごしている 

         子ども            保護者            教職員            地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．学校の決まりを守っている 

         子ども            保護者            教職員            地域 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タブレットの活用について、使用頻度も上がり家庭での使用も増えてきた。地域の

方へは、参観日や公開授業などで活用の状況を伝えていきたい。 

おおむね肯定的であるが、「あまりあてはまらわない」の回答者の状況を調べてみる
必要があるので、「スマイルチェック」などで状況を把握していきたい。 

子どもはよく守っているという回答であるが、教職員は全体を見て回答しているの
で、厳しい評価になっていると考えられる。 



６．進んであいさつができている 

         子ども            保護者            教職員            地域 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．呼ばれたら、返事ができている 

    子ども              保護者            教職員             地域 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．くつをそろえることができている 

        子ども             保護者            教職員            地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どこまでできたら「できた」と評価できるかの差があるが、教職員の評価では、学校
生活ではあいさつが十分でない評価なので、今後も声かけを多くしていきたい。 

返事ができていないことはないが、学校生活や授業の中で、大きな声で返事ができ
るようになってほしい。 

子どもはできているという評価が大半であるが、実際はできていないことが多いと
考えられる。常に声かけして生活習慣として身につけてほしい。 



 

９．早くねて、早く起きて、朝ご飯をきちんと食べることができている 

         子ども             保護者            教職員            地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０．きちんと片付けや掃除ができている 

          子ども             保護者            教職員            地域 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１．進んで宿題や家庭学習ができている 

          子ども             保護者            教職員            地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おおむねできているという評価であるが、保護者の否定的な回答が気になるところであ
る。 

子どもはできているという評価であるが、学校や家庭ではできていないことが多い
という評価である。最後まできちんとがんばることを支援していきたい。 

宿題や家庭学習については、やってはいるものの「進んで」ではなく「言われて」
の方が多いと考えられる。 



 

 

１２．進んで読書をしている 

          子ども             保護者            教職員            地域 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１３．メディア（ゲーム等）の「家庭のルール」がある 

          子ども             保護者           教職員             地域 

   

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

１４．メディアの時間を守っている 

          子ども             保護者            教職員             地域 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

十分にできていないという評価である。図書が不足していることはないが、読
書習慣が学校や家でもなかなか定着していないので、手立てが必要である。 

「家庭のルール」はあるものの、きちんと守られているかどうかが課題である。子ど
もの様子をみてみると、メディアを制限なしで使っている場合が多いようである。

る。 

「家庭のルール」はあるものの、時間を守っていなかったり、保護者が把握できていな
かったりすることが多いと考えられる。早急な対応が必要である。 



 

１５，地域の行事に進んで参加している 

          子ども             保護者            教職員             地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１６．学校は、学校や学級の情報公開をしている 

            保護者                 教職員                 地域 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１７．コロナ前の学校（活動や行事等）に戻ってほしいと思っている 

         保護者                  教職員                 地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍ではあったが、地域の行事によく参加しているという回答である。小学生時は、
親子で地域の行事に参加して楽しんでほしい。 

学校だよりや学校ホームページなどで、学校や地域の行事、学習活動、子ども達の
がんばっている姿などの情報発信を今後もさらに進めていきたい。 

コロナ禍前までの活動をふり返りながら、行事の精選が必要である。戻ってほしい
という地域の方の切実な思いが伝わる。 



 

 

１８．豊北地域の活性化が必要だと思っている 

            保護者                教職員                 地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１９．児童数減で 学校存続の危機感を感じている 

             保護者                 教職員                 地域 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０． お子さんには夢があり、実現をめざして支援したい 

             保護者                  教職員                 地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         ☆ご協力ありがとうございました。学校ホームページでも公開しています。 

豊北地区の活性化は急務である。そのために「何ができるのか」を模索している状
況であるが、残された時間が少ない。 

大幅な児童数減が学校存続の危機につながっていて、数年後には複式学級を有する
学校になる状況である。町外への転出も多いことが気になっている。 

夢の実現に向けて、家庭はもとより地域全体でも支援できるようになることを願っ
ている。 


